
(57)【要約】
【課題】さらなる軽量化を実現することができる超低温容器を提供する。
【解決手段】金属板同士が溶接されてなる超低温容器であって、上記金属板が、日本工業
規格（ＪＩＳ）Ｇ４３０４またはＧ４３０５（１９９９年）で規定されている材料ＳＵＳ
３０４Ｎ２からなり、上記溶接が、ステンレス協会規格（ＳＡＳ）５２１（１９９１年）
で規定されている溶接材料ＡＤ３１６ＬＮ，ＡＹ３１６ＬＮ，ＡＹＦ３１６ＬＮもしくは
ＡＳ３１６ＬＮからなる溶接ワイヤまたは溶接棒を用いて行われるＴＩＧ溶接である。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 板 同 士 が 溶 接 さ れ て な る 超 低 温 容 器 で あ っ て 、 上 記 金 属 板 が 、 下 記 の （ Ａ ） ま た は
（ Ｂ ） か ら な り 、 上 記 溶 接 が 、 下 記 の （ ａ ） か ら な る 溶 接 ワ イ ヤ ま た は 溶 接 棒 を 用 い て 行
わ れ る Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 低 温 容 器 。
（ Ａ ） 日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ） Ｇ ４ ３ ０ ４ （ １ ９ ９ ９ 年 ） で 規 定 さ れ て い る 材 料 Ｓ Ｕ Ｓ ３
０ ４ Ｎ ２ 。
（ Ｂ ） 日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ） Ｇ ４ ３ ０ ５ （ １ ９ ９ ９ 年 ） で 規 定 さ れ て い る 材 料 Ｓ Ｕ Ｓ ３
０ ４ Ｎ ２ 。
（ ａ ） ス テ ン レ ス 協 会 規 格 （ Ｓ Ａ Ｓ ） ５ ２ １ （ １ ９ ９ １ 年 ） で 規 定 さ れ て い る 溶 接 材 料 Ａ
Ｄ ３ １ ６ Ｌ Ｎ ， Ａ Ｙ ３ １ ６ Ｌ Ｎ ， Ａ Ｙ Ｆ ３ １ ６ Ｌ Ｎ も し く は Ａ Ｓ ３ １ ６ Ｌ Ｎ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 化 窒 素 等 の 液 化 ガ ス を 収 容 す る 超 低 温 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 液 化 窒 素 ， 液 化 酸 素 ， 液 化 天 然 ガ ス 等 の 液 化 ガ ス を 収 容 す る 超 低 温 容 器 は 、 真
空 断 熱 空 間 を 介 し て 外 殻 に 包 囲 さ れ て い る 。 こ の よ う な 二 重 殻 タ ン ク に は 、 地 面 上 に 固 定
さ れ 貯 槽 と し て 用 い ら れ る タ イ プ の も の と 、 ト レ ー ラ 上 や コ ン テ ナ 内 に 固 定 さ れ 輸 送 手 段
と し て 用 い ら れ る タ イ プ の も の と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 、 上 記 輸 送 タ イ プ の も の に 対 し て は 、 輸 送 す る 液 化 ガ ス の 重 量 を 増 加 さ せ 、 輸 送 効
率 を 向 上 さ せ る こ と が 望 ま れ て い る 。 し か し な が ら 、 ト ラ ッ ク や 列 車 に よ る 輸 送 で は 、 積
載 重 量 に 規 制 が あ る た め 、 単 に 超 低 温 容 器 を 大 き く す る こ と は で き な い 。 そ こ で 、 本 出 願
人 は 、 上 記 二 重 殻 タ ン ク の 真 空 断 熱 空 間 部 分 を 軽 量 化 し 、 輸 送 す る 液 化 ガ ス の 重 量 を 増 加
さ せ た も の を 提 案 し 出 願 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ １ ２ ８ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 さ ら な る 輸 送 効 率 の 向 上 が 望 ま れ て お り 、 そ の た め に は 、 上 記 二 重 殻 タ
ン ク を さ ら に 軽 量 化 す る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 さ ら な る 軽 量 化 を 実 現 す る こ と が で
き る 超 低 温 容 器 の 提 供 を そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 は 、 金 属 板 同 士 が 溶 接 さ れ て な る 超 低
温 容 器 で あ っ て 、 上 記 金 属 板 が 、 下 記 の （ Ａ ） ま た は （ Ｂ ） か ら な り 、 上 記 溶 接 が 、 下 記
の （ ａ ） か ら な る 溶 接 ワ イ ヤ ま た は 溶 接 棒 を 用 い て 行 わ れ る Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 で あ る と い う 構 成
を と る 。
（ Ａ ） 日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ） Ｇ ４ ３ ０ ４ （ １ ９ ９ ９ 年 ） で 規 定 さ れ て い る 材 料 Ｓ Ｕ Ｓ ３
０ ４ Ｎ ２ 。
（ Ｂ ） 日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ） Ｇ ４ ３ ０ ５ （ １ ９ ９ ９ 年 ） で 規 定 さ れ て い る 材 料 Ｓ Ｕ Ｓ ３
０ ４ Ｎ ２ 。
（ ａ ） ス テ ン レ ス 協 会 規 格 （ Ｓ Ａ Ｓ ） ５ ２ １ （ １ ９ ９ １ 年 ） で 規 定 さ れ て い る 溶 接 材 料 Ａ
Ｄ ３ １ ６ Ｌ Ｎ ， Ａ Ｙ ３ １ ６ Ｌ Ｎ ， Ａ Ｙ Ｆ ３ １ ６ Ｌ Ｎ も し く は Ａ Ｓ ３ １ ６ Ｌ Ｎ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 超 低 温 容 器 を さ ら に 軽 量 化 す べ く 、 超 低 温 容 器 の 材 料 に つ い て 、 鋭 意 研
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究 を 重 ね た 。 し か し な が ら 、 液 化 ガ ス を 収 容 す る 超 低 温 容 器 に つ い て は 、 そ れ を 構 成 す る
金 属 板 の 材 料 と し て 使 用 で き る も の が 高 圧 ガ ス 保 安 法 に よ り 定 め ら れ て お り 、 し か も 、 そ
の 高 圧 ガ ス 保 安 法 に は 、 具 体 的 に 、 日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ） Ｇ ４ ３ ０ ４ ， Ｇ ４ ３ ０ ５ で 規
定 さ れ て い る Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ （ 以 下 、 単 に 「 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 」 と 略 す ） 等 が 列 記 さ れ て い る 。
こ の た め 、 そ の 列 記 さ れ て い る 材 料 を 使 用 す る こ と が 常 識 と な っ て お り 、 そ れ 以 外 の 材 料
を 選 択 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 そ れ で も 、 本 発 明 者 ら は 、 さ ら に 鋭 意 研 究 を 重 ね 、 そ の
研 究 の 過 程 で 、 上 記 常 識 に 反 し て 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 で は 列 記 さ れ て い な い 上 記 （ Ａ ） ま た
は （ Ｂ ） 〔 以 下 、 上 記 （ Ａ ） ま た は （ Ｂ ） の 材 料 を 、 単 に 「 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ 」 と 略 す 〕
と い う 材 料 の 使 用 を 考 え た 。 こ の Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ は 、 通 常 、 水 門 戸 あ た り や ク レ ー ン の
フ ッ ク 等 に 使 用 さ れ る 材 料 で あ り 、 従 来 の 超 低 温 容 器 に 使 用 さ れ る 上 記 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ と 比
較 す る と 、 引 張 強 さ が 約 ３ ３ ％ 大 き い 〔 日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ） Ｇ ４ ３ ０ ４ ， Ｇ ４ ３ ０ ５
の 規 定 で は 、 上 記 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 引 張 強 さ が ５ ２ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ 2  以 上 で あ る の に 対 し 、 上 記
Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ の そ れ は ６ ９ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ 2  以 上 で あ る 〕 。 こ の た め 、 上 記 金 属 板 の 材 料
と し て Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ を 使 用 す る と 、 金 属 板 の 厚 み を 薄 く す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、
超 低 温 容 器 を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 そ の 材 料 を 低 温 環 境 下 で 使 用 す る
発 想 も 使 用 実 績 も な か っ た 。 そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 上 記 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ か ら な る 金 属
板 で 超 低 温 容 器 を 作 製 し 、 さ ら に 鋭 意 研 究 を 重 ね た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 金 属 板 を 溶 接 す る 場 合 、 そ の 溶 接 に 使 用 す る 溶 接 ワ イ ヤ ま た は 溶 接 棒 の 溶 接 材 料
は 、 通 常 、 溶 接 す る 金 属 板 の 材 料 に よ っ て 決 ま っ て い る （ 推 奨 さ れ て い る ） 。 例 え ば 、 金
属 板 の 材 料 が 上 記 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ で あ る 場 合 は 、 溶 接 材 料 と し て 、 ス テ ン レ ス 協 会 規 格
（ Ｓ Ａ Ｓ ） ５ ２ １ （ １ ９ ９ １ 年 ） で 規 定 さ れ て い る Ａ Ｄ ３ ０ ８ Ｎ ２ ， Ａ Ｙ ３ ０ ８ Ｎ ２ ， Ａ
Ｙ Ｆ ３ ０ ８ Ｎ ２ も し く は Ａ Ｓ ３ ０ ８ Ｎ ２ （ 以 下 、 上 記 ４ つ を 、 単 に 「 ３ ０ ８ Ｎ ２ 」 と 略 す
） を 使 用 す る こ と が 常 識 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め 、 そ の 常 識 に 従 っ て 、 上 記 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ か ら な る 金 属 板 を 用 い た 超 低 温 容
器 の 作 製 で は 、 溶 接 材 料 と し て 上 記 ３ ０ ８ Ｎ ２ を 使 用 し た 。 し か し な が ら 、 そ の よ う に し
て 作 製 さ れ た 超 低 温 容 器 で は 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 に よ り 要 求 さ れ る 性 能 の う ち 、 室 温 （ ２ ５
℃ ） で の 溶 接 継 手 の 引 張 試 験 お よ び 曲 げ 試 験 は 満 足 す る も の の 、 － １ ５ ０ ℃ 以 下 で の 溶 接
継 手 の 衝 撃 試 験 は 満 足 し な い こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 さ ら に 鋭 意 研 究 を 重 ね た 。 そ の 結 果 、 上 記 常 識 に 反 し て 、 上 記
Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ か ら な る 金 属 板 に 対 す る 溶 接 材 料 と し て 、 使 用 が 推 奨 さ れ て い な い 溶 接
材 料 で あ る 上 記 （ ａ ） 〔 以 下 、 上 記 （ ａ ） の Ａ Ｄ ３ １ ６ Ｌ Ｎ ， Ａ Ｙ ３ １ ６ Ｌ Ｎ ， Ａ Ｙ Ｆ ３
１ ６ Ｌ Ｎ も し く は Ａ Ｓ ３ １ ６ Ｌ Ｎ を 、 単 に 「 ３ １ ６ Ｌ Ｎ 」 と 略 す 〕 を 使 用 し 、 溶 接 を Ｔ Ｉ
Ｇ 溶 接 に よ り 行 う と 、 室 温 （ ２ ５ ℃ ） で の 溶 接 継 手 の 引 張 試 験 お よ び 曲 げ 試 験 だ け で な く
、 － １ ５ ０ ℃ 以 下 で の 溶 接 継 手 の 衝 撃 試 験 も 満 足 す る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 に 到 達 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 で は 、 常 識 に 反 す る 金 属 板 材 料 お よ び 溶 接 材 料 を 使 用
し 、 溶 接 を Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 に よ り 行 っ て い る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 で は 、 超 低 温 容
器 に 使 用 す る こ と を 通 常 発 想 し な い 材 料 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ を 金 属 板 材 料 と し て 使 用 し て お
り 、 し か も 、 そ の 材 料 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ か ら な る 金 属 板 に 対 す る 溶 接 材 料 と し て 使 用 す る
こ と を 通 常 発 想 し な い 溶 接 材 料 ３ １ ６ Ｌ Ｎ を 溶 接 ワ イ ヤ ま た は 溶 接 棒 の 材 料 と し て 使 用 し
て お り 、 さ ら に 、 溶 接 を Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 に よ り 行 っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 超 低 温 容 器 は 、 金 属 板 が Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ か ら な り 、 そ の 溶 接 材 料 と し て ３ １
６ Ｌ Ｎ を 使 用 し 、 溶 接 を Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 に よ り 行 っ て い る た め 、 超 低 温 容 器 と し て の 強 度 を 保
持 し な が ら も 、 金 属 板 の 板 厚 を 薄 く す る こ と か で き 、 そ れ に よ っ て 軽 量 化 す る こ と が で き
る 。 そ の 結 果 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 を 液 化 ガ ス の 輸 送 に 使 用 す る 場 合 に は 、 収 容 す る 液 化

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-298178 A 2007.11.15



ガ ス の 重 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 液 化 ガ ス の 輸 送 効 率 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。 ま
た 、 上 記 軽 量 化 に よ り 、 超 低 温 容 器 の 内 容 積 を 限 ら れ た 重 量 の 中 で 従 来 の も の よ り も 大 き
く す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て も 、 液 化 ガ ス の 輸 送 効 率 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 特 に 、 上 記 溶 接 を Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 で 行 う と 、 溶 接 時 に 酸 素 の 取 り 込 み を 少 な く で き る た め 、
溶 接 継 手 部 分 の 酸 素 含 有 量 が 少 な く な っ て お り 、 超 低 温 容 器 は 、 低 温 じ ん 性 が よ り 向 上 し
た も の と な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に も と づ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 超 低 温 容 器 は 、 金 属 板
同 士 が 溶 接 さ れ て な る 、 液 化 窒 素 ， 液 化 酸 素 等 の 液 化 ガ ス を 収 容 す る た め の も の で あ り 、
上 記 金 属 板 と し て 、 材 料 が Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ か ら な る も の を 採 用 し 、 上 記 溶 接 に 用 い る 溶
接 ワ イ ヤ ま た は 溶 接 棒 と し て 、 溶 接 材 料 が ３ １ ６ Ｌ Ｎ か ら な る も の を 採 用 し 、 さ ら に 、 溶
接 方 法 と し て 、 Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 を 採 用 し て い る 。 そ し て 、 そ の 超 低 温 容 器 は 、 従 来 と 同 様 に 、
真 空 断 熱 空 間 を 介 し て 外 殻 に 包 囲 さ れ 、 二 重 殻 タ ン ク と し て 、 地 面 上 ， ト レ ー ラ 上 ま た は
コ ン テ ナ 内 等 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 上 記 超 低 温 容 器 は 、 略 筒 状 の 胴 体 部 １ と 、 そ の 胴 体 部 １ の 両 端
開 口 を 密 閉 す る 鏡 板 ２ と か ら な っ て い る 。 そ し て 、 上 記 胴 体 部 １ は 、 例 え ば 、 つ ぎ の よ う
に し て 作 製 さ れ る 。 す な わ ち 、 ま ず 、 長 方 形 金 属 板 の 長 辺 側 を 丸 め て 短 辺 同 士 を 突 き 合 わ
せ 、 そ の 突 き 合 わ せ 部 分 を 、 上 記 溶 接 材 料 ３ １ ６ Ｌ Ｎ を 使 用 し て 溶 接 し （ 溶 接 線 Ｌ 1  参 照
） 、 軸 方 向 の 長 さ が 短 い 筒 状 体 １ ａ を 作 製 す る 。 つ い で 、 そ の 筒 状 体 １ ａ を 複 数 作 製 し 、
筒 状 体 １ ａ の 開 口 周 縁 同 士 を 突 き 合 わ せ 、 そ の 突 き 合 わ せ 部 分 を 上 記 と 同 様 に 溶 接 す る （
溶 接 線 Ｌ 2  参 照 ） 。 こ の と き 、 短 辺 同 士 の 溶 接 線 Ｌ 1  が 、 隣 接 し 合 う 筒 状 体 １ ａ 同 士 で 一
直 線 状 に な ら な い よ う に す る 。 強 度 が 低 下 す る か ら で あ る 。 そ し て 、 こ の 筒 状 体 １ ａ 同 士
の 溶 接 を 胴 体 部 １ の 長 さ に な る よ う に 繰 り 返 す 。 こ の よ う に し て 、 胴 体 部 １ が 作 製 さ れ る
。 一 方 、 上 記 鏡 板 ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 １ 枚 の 金 属 板 を 略 半 球 殻 状 に 形 成 す る こ と に よ り 作 製
す る 。 そ し て 、 胴 体 部 １ の 両 端 の 開 口 周 縁 と 鏡 板 ２ の 開 口 周 縁 と を 突 き 合 わ せ 、 そ の 突 き
合 わ せ 部 分 を 上 記 と 同 様 に 溶 接 す る （ 溶 接 線 Ｌ 3  参 照 ） 。 ま た 、 液 化 ガ ス を 収 容 す る た め
の 超 低 温 容 器 と し て 必 要 な 、 供 給 口 ， 排 出 口 ， 圧 力 調 節 弁 等 （ 図 示 せ ず ） を 適 宜 に 設 け る
。 こ の よ う に し て 、 上 記 超 低 温 容 器 が 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 つ ぎ に 、 上 記 金 属 板 の 板 厚 に つ い て 説 明 す る と 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 に よ り 、 要 求 さ れ る 板
厚 が 規 定 さ れ て い る 。 例 え ば 、 上 記 超 低 温 容 器 の 胴 体 部 １ の 板 厚 は 、 下 記 の （ １ ） 式 の よ
う に 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 上 記 （ １ ） 式 を 用 い て 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 の よ う に 金 属 板 の 材 料 と し て Ｓ Ｕ
Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ を 使 用 す る 場 合 と 、 従 来 の 超 低 温 容 器 の よ う に Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ を 使 用 す る 場 合
と で 、 下 記 の 条 件 の 下 、 胴 体 部 １ の 最 小 板 厚 （ ｔ ） を 計 算 す る と 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 に
お け る 最 小 板 厚 ｔ 1  は 、 ｔ 1  ＝ ４ ． ５ ５ ｍ ｍ と な り 、 従 来 の 超 低 温 容 器 に お け る 最 小 板 厚
ｔ 2  は 、 ｔ 2  ＝ ６ ． ０ ６ ｍ ｍ と な る 。 こ の 計 算 に お い て 、 上 記 条 件 と し て 、 Ｄ ＝ ２ １ ０ ０
ｍ ｍ 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ Ｎ ２ の 引 張 強 さ ＝ ６ ９ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ 2  、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 引 張 強 さ ＝ ５ ４
０ Ｎ ／ ｍ ｍ 2  、 安 全 率 ＝ ３ ． ５ 、 η ＝ １ ． ０ 、 Ｐ ＝ ０ ． ８ ５ １ ３ （ ＝ ０ ． ７ ５ ＋ ０ ． １ ０
１ ３ ） Ｍ Ｐ ａ と し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 は 、 従 来 の も の と 比 較 す る と 、 上 記 条 件 下 で は 、 胴 体
部 １ の 最 小 板 厚 を 、 １ ． ５ １ ｍ ｍ （ 約 ２ ５ ％ ） 薄 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 鏡 板 ２ に つ
い て も 同 様 に 、 板 厚 を 薄 く す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 は 、 軽 量 化
す る こ と が で き る 。 ま た 、 そ の 軽 量 化 に よ り 、 超 低 温 容 器 の 内 容 積 を 、 限 ら れ た 重 量 の 中
で 、 従 来 の も の よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 は 、 引 張 強 さ ， 曲 げ 強 度 お よ び 低 温 じ ん 性 に も 優 れ て お り
、 高 圧 ガ ス 保 安 法 で 規 定 さ れ る 要 求 性 能 を 満 た す 。 こ の た め 、 液 化 ガ ス を 収 容 す る 超 低 温
容 器 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 を 液 化 ガ ス の 輸 送 に 使 用 す る 場 合 に は 、 輸 送 す る 液 化
ガ ス の 重 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 さ ら な る 輸 送 効 率 の 向 上 を 達 成 す る こ と が で き る 。
し か も 、 そ の 輸 送 効 率 向 上 の 結 果 、 液 化 ガ ス の 輸 送 回 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る よ う に
な り 、 輸 送 コ ス ト の 軽 減 ， 交 通 渋 滞 の 解 消 ， 延 い て は 地 球 温 暖 化 の 阻 止 に 貢 献 す る こ と が
で き る よ う に な る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 超 低 温 容 器 は 、 液 化 ガ ス の 輸 送 に 使 用 す る 場 合 、
地 球 環 境 に や さ し い と い え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 超 低 温 容 器 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 、 一 部 が 破 断 し た 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】
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